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≪幹事会のうごき≫  平成 30年 4月 13日（金）15:00～17:00に、一般財団法人日本水産油脂協会新館において

平成 30年度第 1回幹事会が開催された。 

・平成 29年度収支計算書が事務局より報告され了承された。また、次年度予算（案）についても説明があった。 

・本年度の公開講演会を、10月 24日（水）に例年通りアイビーホール青学会館で開催することに決定した。 

また、講師を最終的に決定し、推薦された講師に対しては、ご講演の依頼を進めていきます。 

 

 

マルハニチロ株式会社  今村 英雄 

豊洲開場まであと半年--------------------- 

 

先日の日経新聞朝刊にこのような見出しの記事が載っていましたので、ご紹介したいと思います。 

過去何回かこの協議会だよりに、築地市場の豊洲移転の話題を書きましたので、またか、とお思いの方もいら

っしゃるかもしれませんが、ご容赦を。 

当初の予定通り順調に話が進んでいれば、2016年11月 7日に開場していたはずですが、ご存じのとおり、土壌

から有害物質が検出されるなどの問題が発生し開場が延期された状態となっております。その後、主に安全性に

ついての議論がなされ、今年の 10月 11日に開場される見込みとなりました。 

今後の主な予定として、以下の表が記載されています。 

                                                  

 

 

 

 

 

とは言え、準備作業は大詰めに入りますが、市場に併設される

集客施設の開発がなお進展しておらず、土壌汚染を巡る風評の

払拭など積み残された課題はまだまだ多いようです。 

市場周辺のにぎわい創出を目指し、集客の目玉として開設を

予定している施設「千客万来」ですが、当初今年の夏に開業予定

でしたが、市場移転延期にともないその計画が止まっています。

東京都の小池都知事が、移転元の築地市場跡地を「食のテーマ

パーク」に再開発する構想を打ち出し、「千客万来」の運営者であ

る万葉倶楽部（小田原）が、豊洲から 2キロ圏内に同じような施設

ができることに反対し、撤退もありうる、と都に対し牽制を続けて

います。 

予断を許さない豊洲移転問題ですが、実際に移転が実施され

たあかつきには今の築地のように、周りにはお寿司屋さんをはじ

めとして様々な飲食店が軒を連ねるようになるでしょう。築地もそ

うですが、多くの外国人観光客が訪れるため、見学コースなども

整備されるようです。 

当協議会は毎年秋ごろに研修会を開催していますが、個人的

な希望ではありますが、新しくオープンした市場の見学会を研修

会として実施できたら、と期待しております。 
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